
(57)【要約】

【課題】生産性が高くまたは多種極小量を低コストで製

造でき、作業環境を考慮した内視鏡用可撓管の製造シス

テムとその製造方法を提供することを目的とする。

【解決手段】被覆蛇管２を用いて形成する内視鏡用可撓

管の製造システム２００であって、被覆蛇管２が複数連

結されて巻き付けられ、被覆蛇管２を供給する被覆蛇管

供給手段５と、供給された被覆蛇管２に溶剤を塗布する

溶剤塗布手段８と、溶剤塗布手段８で被覆蛇管２に塗布

された上記溶剤を乾燥させる乾燥手段１８と、乾燥手段

１８で乾燥された被覆蛇管２に外皮樹脂を被覆させる合

成樹脂成形手段２０と、複数の被覆蛇管２を、溶剤塗布

手段８，乾燥手段１８，及び合成樹脂成形手段２０にガ

イドするガイド手段１９と、被覆蛇管供給手段５、溶剤

塗布手段８、乾燥手段１８、合成樹脂成形手段２０、ガ

イド手段１９による各動作が連続的に行われるように制

御されることを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
螺 旋 管 に 網 状 管 を 被 覆 し て 形 成 し た 被 覆 蛇 管 を 用 い て 形 成 す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス
テ ム で あ っ て 、
　 上 記 被 覆 蛇 管 が 複 数 連 結 さ れ て 巻 き 付 け ら れ 、 上 記 被 覆 蛇 管 を 供 給 す る 被 覆 蛇 管 供 給 手
段 と 、
　 上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 よ り 供 給 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 に 溶 剤 を 塗 布 す る 溶 剤 塗 布 手 段 と 、
　 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 で 上 記 被 覆 蛇 管 に 塗 布 さ れ た 上 記 溶 剤 を 乾 燥 さ せ る 乾 燥 手 段 と 、
　 上 記 乾 燥 手 段 で 乾 燥 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 に 外 皮 樹 脂 を 被 覆 さ せ る 合 成 樹 脂 成 形 手 段 と 、
　 上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 に 巻 き 付 け ら れ て 連 結 さ れ た 複 数 の 上 記 被 覆 蛇 管 を 、 上 記 溶 剤 塗
布 手 段 ， 上 記 乾 燥 手 段 ， 及 び 上 記 合 成 樹 脂 成 形 手 段 に ガ イ ド す る ガ イ ド 手 段 と 、
　 上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 、 上 記 乾 燥 手 段 、 上 記 合 成 樹 脂 成 形 手 段 、 及
び 上 記 ガ イ ド 手 段 に よ る 上 記 各 動 作 が 連 続 的 に 行 わ れ る よ う に 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 に 巻 き 付 け ら れ た 上 記 複 数 の 被 覆 蛇 管 の 連 結 は 、 該 被 覆 蛇 管 の 各 々
の 一 端 を 連 結 す る こ と に よ り 行 わ れ 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 に 最 初 に 供 給 さ れ る 複 数 連 結 さ れ
た 上 記 被 覆 蛇 管 の 先 端 は 、 ダ ミ ー 管 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 、 上 記 乾 燥 手 段 、 上 記 合 成 樹 脂 成 形 手 段 、 及 び
上 記 ガ イ ド 手 段 に よ る 上 記 各 動 作 は 、 複 数 連 結 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 の 内 、 少 な く と も １ つ
の 上 記 被 覆 蛇 管 に 連 続 的 に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の
製 造 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 、 上 記 乾 燥 手 段 、 上 記 合 成 樹 脂 成 形 手 段 、 及 び
上 記 ガ イ ド 手 段 に よ る 上 記 各 動 作 は 、 複 数 連 結 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 に そ れ ぞ れ 連 続 的 に 行
わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 溶 剤 塗 布 手 段 に よ る 上 記 塗 布 動 作 は 、 防 爆 装 置 内 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 溶 剤 は 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず
れ か １ つ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
螺 旋 管 に 網 状 管 を 被 覆 し て 形 成 し た 被 覆 蛇 管 を 用 い て 形 成 す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法
で あ っ て 、
　 上 記 被 覆 蛇 管 を 供 給 す る 工 程 と 、
　 上 記 供 給 さ れ た 被 覆 蛇 管 に 溶 剤 を 塗 布 す る 工 程 と 、
　 上 記 溶 剤 が 塗 布 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 を 乾 燥 さ せ る 工 程 と 、
　 乾 燥 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 に 外 皮 樹 脂 を 被 覆 さ せ る 工 程 と 、
　 を 具 備 し 、
　 上 記 各 工 程 が 、 連 続 的 に 行 わ れ る よ う に 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の
製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム と そ の 製 造 方 法 、 詳 し く は 、 被 覆 蛇 管 に 外 皮
樹 脂 を 被 覆 さ せ る こ と に よ り 形 成 す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム と そ の 製 造 方 法 に 関
す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 周 知 の よ う に 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 は 、 鋼 板 で 構 成 さ れ た 螺 旋 管 に 金 属 製 の 網 状 管 を 被 覆 し
て 形 成 し た 被 覆 蛇 管 に 、 外 皮 樹 脂 等 を 被 覆 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る 。 詳 し く は 、 先 ず 、
複 数 本 の 被 覆 蛇 管 を 防 爆 室 で あ る 塗 布 室 に 吊 し 、 人 手 等 に て 接 着 剤 を 全 体 に 渡 り 塗 布 す る
。 接 着 剤 塗 布 後 、 複 数 本 の 被 覆 蛇 管 を 大 型 の 乾 燥 炉 に 入 れ 、 １ ０ ０ ℃ 以 上 の 温 度 で 乾 燥 す
る 。 最 後 に 、 乾 燥 後 の 接 着 剤 が 塗 布 さ れ た 被 覆 蛇 管 に 外 皮 樹 脂 を 、 例 え ば 押 し 出 し 成 型 に
よ り 被 覆 さ せ 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 形 成 す る 。 こ の 際 、 被 覆 蛇 管 と 外 皮 樹 脂 は 、 接 着 剤 に よ
り 、 互 い に 強 固 に 固 定 さ れ る 。 こ の よ う に 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 に 、 接 着 剤 を 用 い る 手
法 は 広 く 一 般 に 行 わ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 内 視 鏡 装 置 使 用 後 の 滅 菌 処 理 に は 、 周 知 の オ ー ト ク レ ー プ 処 理 が 用 い ら れ る
。 し か し な が ら 、 今 日 の オ ー ト ク レ ー プ 処 理 は 、 従 来 に 比 べ 高 温 高 湿 下 で 行 わ れ る た め 、
接 着 剤 が 、 加 水 分 解 し て し ま う 虞 が あ り 、 被 覆 蛇 管 と 外 皮 樹 脂 と の 接 着 強 度 が 低 下 し て し
ま う 可 能 性 が あ る 。 よ っ て 、 接 着 強 度 が 低 下 し て し ま う 度 に 、 内 視 鏡 可 撓 性 管 を 交 換 し な
け れ ば な ら ず 、 使 用 者 に と っ て 大 変 不 便 な も の と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み 、 接 着 剤 の 代 わ り に 、 シ ラ ン 系 の 熱 硬 化 型 ポ リ マ （ シ ラ ン カ ッ プ
リ ン グ 剤 ） 等 を 用 い て 、 被 覆 蛇 管 と 外 皮 樹 脂 と を 接 着 す る 技 術 も 知 ら れ る と こ ろ に あ る （
例 え ば 特 許 文 献 ２ ， 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 は 、 無 機 物 と 有 機 物 と を 強
く 結 合 す る 性 質 を 有 す る こ と か ら 、 被 覆 蛇 管 と 外 皮 樹 脂 と を 接 着 剤 よ り も よ り 強 固 に 接 着
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 詳 し く は 、 先 ず 、 複 数 本 の 被 覆 蛇 管 を 防 爆 室 で あ る 塗 布 室 に 吊 し 、 人 手 ま た は 自 動 の 噴
霧 器 に て シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を 噴 霧 状 に し て 被 覆 蛇 管 全 体 に 渡 り 塗 布 す る 。 シ ラ ン カ ッ
プ リ ン グ 剤 の 塗 布 後 、 複 数 本 の 被 覆 蛇 管 を 大 型 の 乾 燥 炉 に 入 れ 、 １ ０ ０ ℃ 以 上 の 温 度 で 乾
燥 す る 。 乾 燥 後 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 が 塗 布 さ れ た 被 覆 蛇 管 を 複 数 本 、 巻 き 付 け ド ラ ム
に 巻 き 付 け る 。 そ の 後 、 合 成 樹 脂 成 形 機 を 用 い て 、 被 覆 蛇 管 に 対 し 連 続 的 に 、 例 え ば 押 し
出 し 成 形 で 外 皮 樹 脂 を 被 覆 さ せ る 。 最 後 に 、 被 覆 蛇 管 の 外 表 面 と 外 皮 樹 脂 を 強 固 に す る 為
、 ２ ０ ０ ℃ の 高 温 下 で 加 熱 溶 融 し 、 こ の よ う に し て 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 製 造 し て い る 。 尚 、
こ の 際 使 用 す る シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 は 、 種 々 あ る が 、 金 属 に 付 着 さ せ る に は 溶 剤 タ イ プ
で 希 釈 で き る シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 が 有 効 で あ る こ と が 知 ら れ る と こ ろ で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ７ ０ ４ ５ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ４ ２ ２ ０ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ４ ２ ２ ０ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 溶 剤 タ イ プ の シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 塗 布 は 、 安 全 上 の 問 題 か ら 、 防 爆 室 等
の 溶 剤 の 引 火 を 防 ぐ 場 所 で 作 業 を 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。 よ っ て 、 被 覆 蛇 管 を 防 爆 室 に
複 数 本 運 び 吊 る す 作 業 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を 塗 布 す る 作 業 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を
塗 布 し た 被 覆 蛇 管 を 防 爆 室 か ら 乾 燥 炉 に 運 び 再 度 吊 す 作 業 、 乾 燥 後 、 乾 燥 炉 か ら 外 し て 巻
き 付 け ド ラ ム ま で 運 ぶ 作 業 等 が 必 要 で あ り 、 工 数 が 多 大 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の 結 果 、 生 産 性 が 低 く 、 ま た 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 塗 布 を ま と め て 行 う 防 爆 室 や
、 乾 燥 を ま と め て 行 う 大 型 の 乾 燥 炉 等 の 設 備 や 場 所 が 必 要 な た め 、 投 資 が 大 で あ る と い う
問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 上 述 し た 手 法 及 び 設 備 は 、 単 一 種 、 複 数 本 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 形 成 の み を 対 象 と
し て い る た め 、 多 種 極 小 量 の 製 造 に は 向 か な い 。 さ ら に 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 塗 布 は
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、 防 爆 室 内 で 作 業 者 に よ り 行 わ れ る た め 、 作 業 者 が 、 不 意 に シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を 吸 引
し て し ま う 虞 が あ り 、 作 業 環 境 上 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ ら の こ と は 、 特 許 文 献 ２ お よ び 特 許 文 献 ３ で は 何 ら 考 慮 が な さ れ て い な い 。  
　 本 発 明 は 、 こ れ ら の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 生 産 性 が 高 く ま た は 多 種 極 小
量 を 低 コ ス ト で 製 造 で き 、 作 業 環 境 を 考 慮 し た 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム と そ の 製 造
方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム は 、 螺 旋 管 に 網
状 管 を 被 覆 し て 形 成 し た 被 覆 蛇 管 を 用 い て 形 成 す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム で あ っ
て 、 上 記 被 覆 蛇 管 が 複 数 連 結 さ れ て 巻 き 付 け ら れ 、 上 記 被 覆 蛇 管 を 供 給 す る 被 覆 蛇 管 供 給
手 段 と 、 上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 よ り 供 給 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 に 溶 剤 を 塗 布 す る 溶 剤 塗 布 手
段 と 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 で 上 記 被 覆 蛇 管 に 塗 布 さ れ た 上 記 溶 剤 を 乾 燥 さ せ る 乾 燥 手 段 と 、
上 記 乾 燥 手 段 で 乾 燥 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 に 外 皮 樹 脂 を 被 覆 さ せ る 合 成 樹 脂 成 形 手 段 と 、 上
記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 に 巻 き 付 け ら れ て 連 結 さ れ た 複 数 の 上 記 被 覆 蛇 管 を 、 上 記 溶 剤 塗 布 手
段 ， 上 記 乾 燥 手 段 ， 及 び 上 記 合 成 樹 脂 成 形 手 段 に ガ イ ド す る ガ イ ド 手 段 と 、 を 具 備 し 、 上
記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 、 上 記 乾 燥 手 段 、 上 記 合 成 樹 脂 成 形 手 段 、 及 び 上
記 ガ イ ド 手 段 に よ る 上 記 各 動 作 が 連 続 的 に 行 わ れ る よ う に 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 に 巻 き 付 け ら れ た 上 記 複 数 の 被 覆 蛇 管 の 連 結 は 、 該 被 覆 蛇
管 の 各 々 の 一 端 を 連 結 す る こ と に よ り 行 わ れ 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 に 最 初 に 供 給 さ れ る 複 数
連 結 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 の 先 端 は 、 ダ ミ ー 管 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し 、 さ ら に 、
上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 、 上 記 乾 燥 手 段 、 上 記 合 成 樹 脂 成 形 手 段 、 及 び
上 記 ガ イ ド 手 段 に よ る 上 記 各 動 作 は 、 複 数 連 結 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 の 内 、 少 な く と も １ つ
の 上 記 被 覆 蛇 管 に 連 続 的 に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 、 上 記 乾 燥 手 段 、 上 記 合 成 樹 脂 成 形 手
段 、 及 び 上 記 ガ イ ド 手 段 に よ る 上 記 各 動 作 は 、 複 数 連 結 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 に そ れ ぞ れ 連
続 的 に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と し 、 さ ら に 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 、 上 記 乾 燥 手 段 、 上 記 合 成 樹
脂 成 形 手 段 、 上 記 ガ イ ド 手 段 に よ る 上 記 各 動 作 は 、 連 続 的 に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 は 、 螺 旋 管 に 網 状 管 を 被 覆 し て 形 成 し た 被 覆 蛇
管 を 用 い て 形 成 す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 上 記 被 覆 蛇 管 を 供 給 す る 工 程 と
、
　 上 記 供 給 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 に 溶 剤 を 塗 布 す る 工 程 と 、 上 記 溶 剤 が 塗 布 さ れ た 上 記 被 覆
蛇 管 を 乾 燥 さ せ る 工 程 と 、 乾 燥 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 に 外 皮 樹 脂 を 被 覆 さ せ る 工 程 と を 具 備
し 、 上 記 各 工 程 が 連 続 的 に 行 わ れ る よ う に 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム と そ の 製 造 方 法 は 、 生 産 性 が 高 く ま た は 多 種 極
小 量 を 低 コ ス ト で 製 造 で き 、 作 業 環 境 を 考 慮 し た 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム と そ の 製
造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム に お け る 供 給 ド ラ
ム 、 溶 剤 塗 布 装 置 、 乾 燥 機 、 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 、 及 び ガ イ ド 装 置 を 示 し た 正 面 図 で あ
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り 、 図 ２ は 、 図 １ の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム に お け る 供 給 ド ラ ム 、 溶 剤 塗 布 装 置 、
乾 燥 機 、 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 、 及 び ガ イ ド 装 置 の 上 面 図 、 図 ３ は 、 図 １ 及 び 図 ２ の 供 給
ド ラ ム に 巻 き 付 け ら れ る 被 覆 蛇 管 の 外 観 を 示 し た 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム ２ ０ ０ は 、 供 給 ド ラ ム ５ と 、
溶 剤 塗 布 装 置 ８ と 、 乾 燥 機 １ ８ と 、 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 ２ ０ と 、 ガ イ ド 装 置 １ ９ と に よ
り 、 そ の 主 要 部 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 供 給 ド ラ ム ５ は 、 円 柱 形 状 を 有 す る 胴 体 ５ ａ と 、 固 定 台 ５ ｂ と 、 胴 体 ５ ａ の 回 動 軸 ５ ｄ
と 、 固 定 台 ５ ｂ の 短 手 方 向 両 端 部 の 中 央 に 起 立 し 、 回 動 軸 ５ ｄ を 軸 支 す る 一 対 の 支 柱 ５ ｃ
と に よ り 、 そ の 主 要 部 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 胴 体 ５ ａ の 外 周 面 に は 、 図 ３ に 示 す 被 覆 蛇 管 ２ が 、 該 被 覆 蛇 管 ２ の 各 々 の 両 端 に 形 成 さ
れ た 、 例 え ば 網 状 管 の 端 部 を 輪 状 に 結 び 、 連 結 す る こ と に よ り 、 例 え ば ３ ０ 本 連 結 さ れ て
巻 き 付 け ら れ て い る 。 供 給 ド ラ ム ５ は 、 こ の 胴 体 ５ ａ か ら 、 後 述 す る 溶 剤 塗 布 装 置 ８ に 、
被 覆 蛇 管 ２ を １ 本 づ つ 連 続 的 に 供 給 す る 。 よ っ て 、 供 給 ド ラ ム ５ は 、 本 発 明 に お け る 被 覆
蛇 管 供 給 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 溶 剤 塗 布 装 置 ８ は 、 被 覆 蛇 管 ２ の 外 周 面 ２ ｂ に 、 例 え ば 溶 剤 で あ る エ タ ノ ー ル で 希 釈 す
る シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を 塗 布 す る 装 置 で あ る 。 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を 被 覆 蛇 管 ２ の 外
周 面 ２ ｂ に 塗 布 す る こ と に よ り 、 後 述 す る 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 ２ ０ に よ り 被 覆 蛇 管 ２ の
外 周 面 ２ ｂ に 熱 可 塑 性 の 樹 脂 を 被 覆 す る 際 、 被 覆 蛇 管 ２ の 外 周 面 ２ ｂ と 熱 可 塑 性 樹 脂 と の
接 着 を 強 固 に す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 溶 剤 塗 布 装 置 ８ は 、 本 発 明 に お け る 溶 剤 塗 布 手
段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 溶 剤 塗 布 装 置 ８ に は 、 該 溶 剤 塗 布 装 置 ８ が 塗 布 す る シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 が 含 有
し て い る 希 釈 剤 で あ る エ タ ノ ー ル を 、 引 火 点 （ １ ４ ℃ ） 以 下 の 温 度 に 冷 却 す る 冷 却 機 １ ７
が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 尚 、 こ の 溶 剤 塗 布 装 置 ８ の 詳 し い 構 成 は 、 後 述 す る 図 ４ 乃 至 図 ８ で 説 明 す る 。 ま た 、 上
述 し た 供 給 ド ラ ム ５ と 、 溶 剤 塗 布 装 置 ８ と の 間 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 被 覆 蛇 管 ２ を 溶
剤 塗 布 装 置 ８ に 供 給 す る た め の ガ イ ド ロ ー ラ ６ ０ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 乾 燥 機 １ ８ は 、 溶 剤 塗 布 装 置 ８ で シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 が 塗 布 さ れ た 被 覆 蛇 管 ２ の シ ラ
ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を 乾 燥 す る 装 置 で あ り 、 被 覆 蛇 管 ２ を 巻 き 付 け る 乾 燥 ド ラ ム ２ １ と 、 乾
燥 し た 被 覆 蛇 管 ２ を 後 述 す る 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 ２ ０ に 供 給 す る 供 給 ロ ー ラ １ ８ ａ と を
有 し て い る 。 よ っ て 、 乾 燥 機 １ ８ は 、 本 発 明 に お け る 乾 燥 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 ２ ０ は 、 被 覆 蛇 管 ２ の 外 周 面 ２ ｂ の 全 周 に 、 例 え ば 押 し 出 し 成 形
で 外 皮 樹 脂 で あ る 熱 可 塑 性 の 樹 脂 を 被 覆 さ せ る 装 置 で あ り 、 押 し 出 し 成 形 ダ イ ス ２ ４ と 、
硬 度 の 低 い 熱 可 塑 性 樹 脂 成 形 機 ２ ２ と 、 そ の 樹 脂 投 入 口 ２ ２ ａ と 、 硬 度 の 高 い 熱 可 塑 性 樹
脂 成 形 機 ２ ３ と 、 そ の 樹 脂 投 入 口 ２ ３ ａ と に よ り 、 主 要 部 が 構 成 さ れ て い る 。 よ っ て 、 熱
可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 ２ ０ は 、 本 発 明 に お け る 合 成 樹 脂 成 形 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 ２ ０ は 、 被 覆 蛇 管 ２ の 外 周 面 ２ ｂ に 対 し て 、 部 分 的 に 硬 度
の 異 な る 熱 可 塑 性 樹 脂 を 被 覆 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ガ イ ド 装 置 １ ９ は 、 供 給 ド ラ ム ５ に 巻 き 付 け ら れ た 被 覆 蛇 管 ２ を １ 本 づ つ 連 続 的 に 溶 剤
塗 布 装 置 ８ 、 乾 燥 機 １ ８ 、 及 び 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 ２ ０ に 、 例 え ば １ ． ２ ｍ ／ 分 ～ ２ ．
０ ｍ ／ 分 の 速 度 で 自 動 的 に 供 給 す る 装 置 で あ り 、 ガ イ ド ロ ー ラ １ ９ ａ に て 被 覆 蛇 管 ２ を 牽
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引 す る 。 尚 、 こ の ガ イ ド 装 置 １ ９ は 、 既 存 の ワ イ ヤ 牽 引 装 置 、 エ ア ー フ ィ ー ダ 等 で 構 成 し
て も 良 い 。 よ っ て 、 ガ イ ド 装 置 １ ９ は 、 本 発 明 に お け る ガ イ ド 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 供 給 ド ラ ム ５ 、 溶 剤 塗 布 装 置 ８ 、 乾 燥 機 １ ８ 、 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 ２ ０ 、 及
び ガ イ ド 装 置 １ ９ に よ る 上 記 各 動 作 は 、 図 示 し な い 制 御 手 段 に よ り 連 続 的 に 行 わ れ る よ う
に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 上 述 し た 溶 剤 塗 布 装 置 ８ の 構 成 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。 図 ４ は 、 図 １ の 溶 剤
塗 布 装 置 を 拡 大 し て 示 し た 正 面 図 、 図 ５ は 、 図 ４ の 溶 剤 塗 布 装 置 を 側 方 か ら 見 た 側 面 図 、
図 ６ は 、 図 ４ 、 図 ５ の 溶 剤 塗 布 装 置 の ダ ク ト 口 を 中 心 に し て 示 し た 部 分 拡 大 正 面 図 、 図 ７
は 、 図 ４ 、 図 ５ の 溶 剤 塗 布 装 置 の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 、 図 ８ は 、 図 ４ の 溶 剤 塗 布 装 置
の 溶 剤 塗 布 室 に 、 ス プ レ ー 室 と エ ア ー ブ ロ ー 室 と を 設 け た こ と を 示 す 部 分 拡 大 正 面 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 溶 剤 塗 布 装 置 ８ は 、 架 台 ４ ０ と 、 該 架 台 ４ ０ に 戴 置 さ れ た 防
爆 装 置 で あ る ブ ー ス ９ と に よ り 、 そ の 主 要 部 が 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 架 台 ４ ０ は 、 冷 却
用 コ イ ル １ ６ 、 温 度 セ ン サ ４ １ を 有 す る 液 タ ン ク １ ０ と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ （ 以 下 、 ポ
ン プ と 称 す ） １ １ と 、 パ ル セ ー シ ョ ン ダ ン パ （ 以 下 、 ダ ン パ と 称 す ） ４ ２ と 、 ス プ レ ー ガ
ン 用 レ ギ ュ レ ー タ ７ ３ と 、 エ ア ー ブ ロ ー ノ ズ ル 用 レ ギ ュ レ ー タ ７ ４ と 、 ポ ン プ 用 レ ギ ュ レ
ー タ ７ ５ と 、 ダ ン パ 用 レ ギ ュ レ ー タ ７ ６ と を 有 し て い る 。 さ ら に 、 ブ ー ス ９ は 、 一 対 の ス
プ レ ー ガ ン １ ２ と 一 対 の エ ア ー ブ ロ ー ノ ズ ル １ ３ と を 有 す る 溶 剤 塗 布 室 ９ １ と 、 一 対 の エ
ア ー ス ラ ス タ １ ４ と 、 ダ ク ト 口 １ ５ と 、 フ ィ ル タ レ ギ ュ レ ー タ ７ １ と 、 エ ア ー ス ラ ス タ 用
レ ギ ュ レ ー タ ７ ２ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 フ ィ ル タ レ ギ ュ レ ー タ ７ １ は 、 コ ン プ レ ッ サ ８ ０ と 、
エ ア ー ス ラ ス タ 用 レ ギ ュ レ ー タ ７ ２ と 接 続 さ れ て お り 、 該 エ ア ー ス ラ ス タ 用 レ ギ ュ レ ー タ
７ ２ は 、 一 対 の エ ア ー ス ラ ス タ １ ４ と 配 管 １ １ ４ に よ り 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 フ ィ ル タ レ ギ ュ レ ー タ ７ １ は 、 ス プ レ ー ガ ン 用 レ ギ ュ レ ー タ ７ ３ と 接 続 さ れ て お
り 、 該 ス プ レ ー ガ ン 用 レ ギ ュ レ ー タ ７ ３ は 、 一 対 の ス プ レ ー ガ ン １ ２ の コ ネ ク タ １ ２ ａ と
、 配 管 １ １ ３ ｂ に よ り 接 続 さ れ て お り 、 ま た 、 ス プ レ ー ガ ン 用 レ ギ ュ レ ー タ ７ ３ は 、 エ ア
ー ブ ロ ー ノ ズ ル 用 レ ギ ュ レ ー タ ７ ４ と 接 続 さ れ て お り 、 該 エ ア ー ブ ロ ー ノ ズ ル 用 レ ギ ュ レ
ー タ ７ ４ は 、 一 対 の エ ア ー ブ ロ ー ノ ズ ル １ ３ と 配 管 １ １ ３ ａ に よ り 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 フ ィ ル タ レ ギ ュ レ ー タ ７ １ は 、 ポ ン プ 用 レ ギ ュ レ ー タ ７ ５ と 接 続 さ れ て お り 、
該 ポ ン プ 用 レ ギ ュ レ ー タ ７ ５ は 、 ポ ン プ １ １ と 、 ダ ン パ 用 レ ギ ュ レ ー タ ７ ６ と に 接 続 さ れ
て お り 、 該 ダ ン パ 用 レ ギ ュ レ ー タ ７ ６ は 、 ダ ン パ ４ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 液 タ ン ク １ ０ は 、 ス プ レ ー ガ ン １ ２ と 、 配 管 １ １ ２ に よ り 接 続 さ れ て お り 、 ま た 、 液 タ
ン ク １ ０ は 、 ポ ン プ １ １ と 配 管 １ １ ５ に よ り 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 液 タ ン ク １ ０ は 、
ブ ー ス ９ の 後 述 す る 斜 面 部 １ ０ １ に 形 成 さ れ た 排 出 口 １ ０ １ ａ と 、 配 管 １ ０ ２ に よ り 接 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ダ ン パ ４ ２ は 、 ポ ン プ １ １ と 、 配 管 １ １ ６ に よ り 接 続 さ れ て お り 、 ま た 、 ダ ン パ ４ ２ は
、 一 対 の ス プ レ ー ガ ン １ ２ と 、 配 管 １ １ ２ に よ り 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ブ ー ス ９ は 、 ス テ ン レ ス 等 の 防 腐 材 で 形 成 さ れ た 箱 形 状 を 有 し て お り 、 こ の ブ ー ス ９ 内
に は 、 溶 剤 塗 布 室 ９ １ が 配 設 さ れ て い る 。 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 塗 布 は 、 こ の 溶 剤 塗 布
室 ９ １ 内 に お い て 行 わ れ る 。 ま た 、 溶 剤 塗 布 室 ９ １ の 一 対 の 面 に は 、 被 覆 蛇 管 ２ が 貫 通 す
る 一 対 の 貫 通 孔 ９ １ ａ が そ れ ぞ れ 対 向 す る 位 置 に 穿 設 さ れ て い る 。 尚 、 こ の 溶 剤 塗 布 室 ９
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１ は 、 後 述 す る が 、 一 対 の ス プ レ ー ガ ン １ ２ が 配 設 さ れ る ス プ レ ー 室 と 、 一 対 の エ ア ー ブ
ロ ー ノ ズ ル １ ３ が 配 設 さ れ る エ ア ー ブ ロ ー 室 と に 分 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ブ ー ス ９ の 一 対 の 面 に は 、 被 覆 蛇 管 ２ が 貫 通 す る 一 対 の 貫 通 孔 １ ０ ０ が そ れ ぞ れ 対 向 す
る 位 置 、 及 び 溶 剤 塗 布 室 ９ １ の 一 対 の 貫 通 孔 ９ １ ａ に そ れ ぞ れ 対 向 す る 位 置 に 穿 設 さ れ て
お り 、 該 一 対 の 貫 通 孔 １ ０ ０ に は 、 そ れ ぞ れ 一 対 の エ ア ー ス ラ ス タ １ ４ が 配 設 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 対 の エ ア ー ス ラ ス タ １ ４ は 、 ブ ー ス ９ に 被 覆 蛇 管 ２ を 貫 通 さ せ た 際 に 、 一 対 の ス プ レ
ー ガ ン １ ２ よ る 噴 霧 さ れ た シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 が 、 一 対 の 貫 通 孔 １ ０ ０ か ら ブ ー ス ９ の
外 部 に 漏 れ る の を 防 ぐ た め の 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 エ ア ー ス ラ ス タ １ ４ は 、 外 部 よ り エ ア ー を 供 給 す る と 、 外 気 を 吸 引 す る 構 造 と な っ て い
る 。 よ っ て 、 コ ン プ レ ッ サ ８ ０ （ 図 ７ 参 照 ） よ り 供 給 さ れ た エ ア ー を エ ア ー ス ラ ス タ 用 レ
ギ ュ レ ー タ ７ ２ に お い て 空 気 圧 を 調 整 し て 配 管 １ １ ４ を 用 い て エ ア ー ス ラ ス タ １ ４ に 供 給
す る と 、 外 気 を ブ ー ス ９ 内 に 吸 引 す る 。 こ の こ と に よ り 、 ブ ー ス ９ 内 に 被 覆 蛇 管 ２ を 貫 通
さ せ て 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 塗 布 を 行 っ た と し て も 、 塗 布 液 が 、 ブ ー ス ９ 内 か ら 外 部
に 漏 れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 一 対 の ス プ レ ー ガ ン １ ２ は 、 貫 通 孔 １ ０ ０ に よ り 、 ブ ー ス ９ を 貫 通 し た 被 覆 蛇 管 ２ の 外
周 面 ２ ｂ に 対 し て 、 液 タ ン ク １ ０ に 溜 め た シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 溶 液 を 、 ポ ン プ １ １ に よ
り 汲 み 上 げ て 、 噴 霧 状 、 ま た は 水 膜 状 に 塗 布 す る 装 置 で あ る 。 こ の 際 、 一 対 の ス プ レ ー ガ
ン １ ２ に は 、 コ ン プ レ ッ サ ８ ０ よ り 供 給 さ れ 、 ス プ レ ー ガ ン 用 レ ギ ュ レ ー タ ７ ３ に お い て
空 気 圧 が 調 整 さ れ た エ ア ー が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 対 の エ ア ー ブ ロ ー ノ ズ ル １ ３ は 、 被 覆 蛇 管 ２ に 塗 布 し た シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 溶 液 の
内 、 余 分 な シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 溶 液 を 吹 き 飛 ば す た め の 装 置 で あ る 。 こ の 際 、 一 対 の エ
ア ー ブ ロ ー ノ ズ ル １ ３ に は 、 コ ン プ レ ッ サ ８ ０ よ り 供 給 さ れ 、 エ ア ー ブ ロ ー ノ ズ ル 用 レ ギ
ュ レ ー タ ７ ４ に お い て 空 気 圧 を 調 整 さ れ た エ ア ー が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ブ ー ス ９ の 底 面 、 即 ち 架 台 ４ ０ に 戴 置 さ れ て い る 面 に は 、 斜 面 部 １ ０ １ が 形 成 さ れ て い
お り 、 該 斜 面 部 １ ０ １ に は 、 排 出 口 １ ０ １ ａ が 形 成 さ れ 、 該 排 出 口 １ ０ １ ａ に は 、 配 管 １
０ ２ の 一 端 が 接 続 さ れ て い る 。 該 斜 面 部 １ ０ １ は 、 一 対 の ス プ レ ー ガ ン １ ２ に よ る シ ラ ン
カ ッ プ リ ン グ 剤 噴 霧 後 の 噴 霧 液 、 及 び 一 対 の エ ア ー ブ ロ ー ノ ズ ル １ ３ に て 吹 き 飛 ば し た シ
ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を 回 収 す る た め の も の で あ り 、 該 回 収 さ れ た シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 は
、 排 出 口 １ ０ １ ａ 、 配 管 １ ０ ２ を 介 し て 液 タ ン ク １ ０ に 回 収 さ れ 、 再 度 噴 霧 す る よ う に な
っ て い る 。 尚 、 配 管 １ ０ ２ に は 、 図 示 し な い が フ ィ ル タ が 配 設 さ れ て お り 、 回 収 後 の シ ラ
ン カ ッ プ リ ン グ 剤 が 含 有 す る 塵 埃 等 を 取 り 除 く よ う に な っ て い る 。 ま た 、 上 記 フ ィ ル タ は
、 排 出 口 １ ０ １ ａ に 配 設 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ブ ー ス ９ の 天 井 面 に は 、 ダ ク ト 口 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 該 ダ ク ト 口 １ ５ は 、 エ ア ー ス
ラ ス タ １ ４ に よ る ブ ー ス ９ の 外 部 か ら の 外 気 吸 引 と 、 エ ア ー ブ ロ ー ノ ズ ル １ ３ に よ る エ ア
ー 供 給 と に よ る ブ ー ス ９ 内 の 圧 力 を 、 減 じ る た め の も の で あ る 。 ま た 、 ダ ク ト 口 １ ５ を 図
示 し な い ダ ク ト に 接 続 し 、 該 ダ ク ト を 建 物 外 に 排 出 す る こ と に よ り 、 ブ ー ス ９ 内 の 臭 気 を
、 建 物 外 へ 排 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 液 タ ン ク １ ０ は 、 冷 却 用 コ イ ル １ ６ と 、 温 度 セ ン サ ４ １ を 有 し て お り 、 該 冷 却 用 コ イ ル
１ ６ は 、 冷 却 機 １ ７ （ 図 １ ， 図 ２ 参 照 ） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 冷 却 用 コ イ ル １ ６ は 、 液 タ ン ク １ ０ 内 の シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 温 度 を 、 温 度 セ ン サ ４
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１ を 用 い て 該 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 が 含 有 し て い る 希 釈 剤 で あ る エ タ ノ ー ル の 引 火 点 （ １
４ ℃ ） 以 下 、 例 え ば ５ ℃ ～ １ ０ ℃ に す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を ５ ℃ ～ １ ０ ℃ の 範 囲 に 設 定 し て 噴 霧 す る よ う に す れ ば 、 エ ア ー
ス ラ ス タ １ ４ の 故 障 、 ブ ー ス ９ の 亀 裂 に よ る 外 部 へ の シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 漏 れ に 対 し
て も エ タ ノ ー ル の 引 火 を 防 ぐ こ と が で き る た め 、 作 業 上 安 全 に 対 処 で き 、 ま た 、 被 覆 蛇 管
２ が 乾 燥 機 １ ８ （ 図 １ ， 図 ２ 参 照 ） に 供 給 さ れ る ま で に お い て も エ タ ノ ー ル の 引 火 を 防 ぐ
こ と が で き る た め 、 作 業 上 安 全 に 対 処 が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 温 度 セ ン サ ４ １ は 、 液 タ ン ク １ ０ 内 の シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 温 度 を 測 定 す る た め の も
の で あ り 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 温 度 が 設 定 温 度 の １ ０ ℃ 以 上 と な る と 、 温 度 セ ン サ ４
１ は 、 図 示 し な い 各 装 置 の 動 作 部 に 信 号 を 送 信 す る 。 ガ イ ド 装 置 １ ９ 、 溶 剤 塗 布 装 置 ８ 、
乾 燥 機 １ ８ 、 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 ２ ０ （ い ず れ も 図 １ ， 図 ２ 参 照 ） の 動 作 部 は 、 こ の 信
号 を 受 け て 各 動 作 を 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ポ ン プ １ １ は 、 液 タ ン ク １ ０ に 溜 め た シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を 、 コ ン プ レ ッ サ ８ ０ よ り
供 給 さ れ た エ ア ー を ポ ン プ 用 レ ギ ュ レ ー タ ７ ５ に お い て 空 気 圧 を 調 整 し て 汲 み 上 げ 、 配 管
１ １ ３ ｂ を 用 い て 一 対 の ス プ レ ー ガ ン １ ２ に 供 給 す る た め の も の で あ る 。 こ の よ う に 、 タ
ン ク １ ０ に 留 め た シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 汲 み 上 げ を 、 エ ア ー で 作 動 す る ポ ン プ １ １ を 使
用 す る こ と に よ り 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 温 度 の 上 昇 を 抑 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ダ ン パ ４ ２ は 、 コ ン プ レ ッ サ ８ ０ よ り 供 給 さ れ た エ ア ー を 、 ダ ン パ 用 レ ギ ュ レ ー タ ７ ６
に お い て 空 気 圧 を 調 整 す る こ と に よ り 、 ポ ン プ １ １ の 出 力 を 一 定 に す る た め の 装 置 で あ る
。 ま た 、 上 述 し た 各 配 管 に は 、 図 示 し な い ア ー ス が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ こ で 、 上 述 し た 溶 剤 塗 布 室 ９ １ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 一 対 の ス プ レ ー ガ ン １ ２ が 配
設 さ れ る ス プ レ ー 室 ５ ０ と 、 一 対 の エ ア ー ブ ロ ー ノ ズ ル １ ３ が 配 設 さ れ る エ ア ー ブ ロ ー 室
５ １ と に 分 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ れ は 、 図 ６ に 示 す よ う に ブ ー ス ９ 内 に は 、 エ ア ー ス ラ ス タ １ ４ に よ る 外 気 の 吸 引 、 一
対 の エ ア ー ブ ロ ー ノ ズ ル １ ３ に よ る エ ア ー の 供 給 よ り 内 圧 が 発 生 す る 。 こ の 内 圧 は 、 上 述
し た よ う に 、 ブ ー ス ９ の 天 井 面 に 設 け た ダ ク ト 口 １ ５ に よ っ て 減 じ ら れ る が 、 シ ラ ン カ ッ
プ 剤 溶 液 の 一 部 は 、 底 面 に 設 け ら れ た 排 出 口 １ ０ １ ａ （ 図 ４ 参 照 ） に 戻 ら ず 、 ダ ク ト 口 １
５ か ら 排 気 さ れ て し ま う 。 本 溶 剤 塗 布 装 置 ８ で 使 用 し て い る シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 と 希 釈
す る エ タ ノ ー ル は 高 価 で あ る た め 、 消 失 し て し ま う こ と は 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造 上 、 コ ス
ト ア ッ プ の 原 因 と な り 、 製 造 上 大 き な 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 よ っ て 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ブ ー ス ９ に 、 一 対 の ス プ レ ー ガ ン １ ２ が 配 設 さ れ る ス プ レ
ー 室 ５ ０ と 、 一 対 の エ ア ー ブ ロ ー ノ ズ ル １ ３ が 配 設 さ れ る エ ア ー ブ ロ ー 室 ５ １ と を 配 設 す
る こ と に よ り 、 こ の 問 題 を 解 決 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 詳 し く は 、 塗 布 さ れ た シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を 効 率 良 く 回 収 で き な い の は 、 ブ ー ス ９ の
大 き さ が 、 非 常 に 大 き な ス ペ ー ス を 要 し て お り 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 が 塗 布 さ れ る 被 覆
蛇 管 ２ か ら 排 出 口 １ ０ １ ａ ま で の 距 離 が 離 れ て い る こ と 、 エ ア ー ス ラ ス タ １ ４ の 吸 引 口 の
近 く で 、 一 対 の ス プ レ ー ガ ン １ ２ が シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を 噴 霧 状 ま た は 水 膜 状 に 塗 布 し
て い る こ と 、 ま た 、 一 対 の ス プ レ ー ガ ン １ ２ で の 噴 霧 と 、 エ ア ー ブ ロ ー ノ ズ ル １ ３ で の エ
ア ー 吹 き 付 け を 同 じ ブ ー ス ９ 内 で 行 っ て い る こ と 、 さ ら に 、 ダ ク ト 排 気 口 １ ５ を 天 井 面 に
設 け た こ と 、 等 が 要 因 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 そ こ で 、 図 ８ に 示 す よ う に ブ ー ス ９ 内 に 小 さ い ブ ー ス の ス プ レ ー 室 ５ ０ 及 び エ ア ー ブ ロ

10

20

30

40

50

(8) JP 2005-87493 A 2005.4.7



ー 室 ５ １ を 設 け 、 ス プ レ ー 室 ５ ０ の 中 で 一 対 の ス プ レ ー ガ ン １ ２ に よ る シ ラ ン カ ッ プ リ ン
グ 剤 の 塗 布 を 、 エ ア ー ブ ロ ー 室 ５ １ の 中 で エ ア ー ブ ロ ー ノ ズ ル １ ３ に よ る 吹 き 付 け を 行 う
よ う に し た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 よ っ て 、 一 対 の ス プ レ ー ガ ン １ ２ に よ る シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 の 塗 布 は 、 ス プ レ ー 室 ５
０ の 中 で 行 わ れ る た め 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 が ダ ク ト 口 １ ５ か ら 排 気 さ れ て し ま う こ と
が な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 ス プ レ ー 室 ５ ０ と 、 エ ア ー ブ ロ ー 室 ５ １ と の 、 そ れ ぞ れ の 一 対 の 面 に 、 被 覆 蛇 管
２ が 貫 通 す る 一 対 の 貫 通 孔 ５ ０ ａ ， ５ １ ａ を そ れ ぞ れ 対 向 す る 位 置 に 穿 設 し た 。 尚 、 貫 通
孔 ５ ０ ａ と 、 貫 通 孔 ５ １ ａ は 、 ブ ー ス ９ に 穿 設 さ れ た 一 対 の 貫 通 孔 １ ０ ０ に 対 向 し て い る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 一 対 の 貫 通 孔 ５ ０ ａ に は 、 例 え ば φ ２ ５ 程 度 の 金 属 パ イ プ ５ ２ 、 金 属 パ イ プ ５ ４ が 貫 通
し て お り 、 金 属 パ イ プ ５ ２ 、 金 属 パ イ プ ５ ４ 内 に は 、 被 覆 蛇 管 ２ が 挿 入 さ れ る 。 金 属 パ イ
プ ５ ２ 、 金 属 パ イ プ ５ ４ は 、 被 覆 蛇 管 ２ に シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 が 塗 布 で き る よ う に 、 一
対 の ス プ レ ー ガ ン １ ２ と 対 向 す る 面 は 、 被 覆 蛇 管 ２ の 外 周 面 ２ ｂ を 露 出 す る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 一 対 の 貫 通 孔 ５ １ ａ に は 、 例 え ば φ ２ ５ 程 度 の 金 属 パ イ プ ５ ２ 、 金 属 パ イ プ ５ ３ が 貫 通
し て お り 、 金 属 パ イ プ ５ ２ 、 金 属 パ イ プ ５ ３ 内 に は 、 被 覆 蛇 管 ２ が 挿 入 さ れ る 。 金 属 パ イ
プ ５ ２ 、 金 属 パ イ プ ５ ３ は 、 被 覆 蛇 管 ２ に エ ア ー が 供 給 で き る よ う に 、 一 対 の エ ア ー ブ ロ
ー １ ３ と 対 向 す る 面 は 、 被 覆 蛇 管 ２ の 外 周 面 ２ ｂ を 露 出 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の よ う に 、 金 属 パ イ プ ５ ２ 、 金 属 パ イ プ ５ ３ 、 金 属 パ イ プ ５ ４ を ブ ー ス ９ 内 に 配 設 す
れ ば 、 エ ア ー ス ラ ス タ １ ４ か ら 吸 引 の 影 響 を 少 な く す る こ と が で き 、 ま た 、 塗 布 し た シ ラ
ン カ ッ プ リ ン グ 剤 溶 液 を ス プ レ ー 室 ５ ０ の 外 部 に 流 出 す る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 ス プ レ ー 室 ５ ０ の 底 面 お よ び エ ア ー ブ ロ ー 室 ５ １ の 底 面 に 戻 り 穴 を 設 け 、 液 タ ン
ク １ ０ の 戻 り 口 ま で 、 配 管 ５ ５ ａ ， ５ ５ ｂ で 繋 げ 排 出 す れ ば 、 よ り シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤
の 回 収 能 力 を 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の よ う に 、 溶 剤 塗 布 装 置 ８ を 構 成 す れ ば 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 が ブ ー ス ９ か ら 外 部
に 流 出 す る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 被 覆 蛇 管 ２ に 塗 布 し た シ ラ ン カ ッ プ
リ ン グ 剤 を 確 実 に 回 収 す る 構 成 を 有 す る た め 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 製 造 の 際 、 製 造 コ ス ト を 低
く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ
ム に お け る 供 給 ド ラ ム 、 溶 剤 塗 布 装 置 、 乾 燥 機 、 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 、 及 び ガ イ ド 装 置
を 用 い た 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ９ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を
示 す 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 先 ず 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に て 、 鋼
板 で 構 成 さ れ た 螺 旋 管 に 金 属 製 の 網 状 管 を 被 覆 し て 形 成 し た 被 覆 蛇 管 ２ が 用 意 さ れ て 、 ス
テ ッ プ Ｓ ２ に 移 行 し 、 該 ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム に お け る 供 給
ド ラ ム ５ に は 、 該 供 給 ド ラ ム ５ の 胴 体 ５ ａ の 外 周 面 に 、 被 覆 蛇 管 ２ の 一 端 の 各 々 に 形 成 さ
れ た 、 例 え ば 楕 円 状 の 連 結 部 材 ２ ａ を 連 結 す る こ と に よ り 、 例 え ば ３ ０ 本 連 結 さ れ た 被 覆
蛇 管 ２ が 巻 き 付 け ら れ る 。 尚 、 こ の 際 、 供 給 側 先 頭 の 被 覆 蛇 管 ２ の 連 結 部 材 ２ ａ は 、 ガ イ
ド 装 置 １ ９ 、 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 ２ ０ 、 乾 燥 機 １ ８ 、 及 び 溶 剤 塗 布 装 置 ８ を 連 続 的 に 通
す よ う に 、 例 え ば 被 覆 蛇 管 の ダ ミ ー の 一 端 に 作 業 者 に よ り 引 っ か け ら れ る 。 そ の 後 ス テ ッ
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プ Ｓ ３ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム に お け る ガ イ ド 装 置 １ ９ は 、 作 業 者
に よ り 電 源 が オ ン さ れ る こ と に よ り 作 動 さ れ 、 供 給 ド ラ ム ５ に 巻 き 付 け ら れ た 被 覆 蛇 管 ２
の 牽 引 を 開 始 す る 。 こ の 牽 引 に よ り 、 供 給 ド ラ ム ５ に 巻 き 付 け ら れ た 被 覆 蛇 管 ２ は 、 １ つ
づ つ 連 続 的 に 溶 剤 塗 布 装 置 ８ に 供 給 さ れ る 。 尚 、 こ の と き の 被 覆 蛇 管 ２ が 牽 引 さ れ る 速 度
は 、 例 え ば １ ． ２ ｍ ／ 分 ～ ２ ． ０ ｍ ／ 分 の 速 度 で あ る 。 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に 移 行 す る
。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム に お け る 溶 剤 塗 布 装 置 ８ は 、 溶 剤 塗
布 装 置 ８ の ブ ー ス ９ に 貫 通 さ れ た 被 覆 蛇 管 ２ の 外 周 面 ２ ｂ に 、 上 述 し た 手 法 に よ り 、 一 対
の ス プ レ ー ガ ン １ ２ か ら シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を 塗 布 す る 。 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 が 塗 布
さ れ た 被 覆 蛇 管 ２ は 、 乾 燥 機 １ ８ に 供 給 さ れ る 。 そ の 後 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム に お け る 乾 燥 機 １ ８ は 、 溶 剤 塗 布 装
置 ８ か ら 供 給 さ れ た 被 覆 蛇 管 ２ を 、 乾 燥 ド ラ ム ２ １ に 巻 き 付 け な が ら 、 例 え ば １ ０ ０ ℃ ３
０ 分 乾 燥 す る 。 こ の こ と に よ り 、 溶 剤 塗 布 装 置 ８ に よ り シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 が 塗 布 さ れ
た 被 覆 蛇 管 ２ の 余 分 な シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を 乾 燥 す る 。 乾 燥 終 了 後 、 被 覆 蛇 管 ２ は 、 供
給 ロ ー ラ １ ８ ａ （ 図 ２ 参 照 ） を 介 し て 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 ２ ０ に 供 給 さ れ る 。 そ の 後 、
ス テ ッ プ Ｓ ６ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 作 業 者 は 、 上 記 投 入 口 ２ ２ ａ （ 図 ２ 参 照 ） か ら 、 硬 度 の 低 い 熱 可 塑
性 樹 脂 を 、 硬 度 の 低 い 熱 可 塑 性 樹 脂 成 形 機 ２ ２ （ 図 １ 参 照 ） に 投 入 し 、 ま た 、 上 記 投 入 口
２ ３ ａ （ 図 ２ 参 照 ） か ら 、 硬 度 の 高 い 熱 可 塑 性 樹 脂 を 、 硬 度 の 高 い 熱 可 塑 性 樹 脂 成 形 機 ２
３ （ 図 １ 参 照 ） に 投 入 す る 。 こ の こ と に よ り 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム に お け る 熱
可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 ２ ０ は 、 押 し 出 し 成 形 ダ イ ス ２ ４ に 位 置 す る 被 覆 蛇 管 ２ の 外 周 面 ２ ｂ
の 全 周 に 、 例 え ば 押 し 出 し 成 形 で 熱 可 塑 性 の 樹 脂 を 被 覆 さ せ る 。 こ の 際 、 熱 可 塑 性 樹 脂 被
覆 装 置 ２ ０ は 、 被 覆 蛇 管 ２ の 外 周 面 ２ ｂ の 先 端 側 に は 、 硬 度 の 低 い 熱 可 塑 性 樹 脂 を 被 覆 し
、 外 周 面 ２ ｂ の 後 端 側 に は 、 硬 度 の 高 い 熱 可 塑 性 樹 脂 を 被 覆 す る 。 こ の よ う に 熱 可 塑 性 樹
脂 が 被 覆 さ れ た 被 覆 蛇 管 ２ は 、 ガ イ ド 装 置 １ ９ に よ り 引 き 取 ら れ 、 そ の 後 、 内 視 鏡 用 可 撓
管 の 製 造 工 程 は リ タ ー ン す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム と そ の 製 造 方
法 で は 、 供 給 ド ラ ム ５ 、 溶 剤 塗 布 装 置 ８ 、 乾 燥 機 １ ８ 、 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 ２ ０ 、 ガ イ
ド 装 置 １ ９ に お い て 、 鋼 板 で 構 成 さ れ た 螺 旋 管 に 金 属 製 の 網 状 管 を 被 覆 し て 形 成 し た 被 覆
蛇 管 ２ に 、 同 一 工 程 で 自 動 的 か つ 連 続 的 に シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を 塗 布 し 、 熱 可 塑 性 樹 脂
を 被 覆 さ せ る こ と に よ り 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 よ っ て 、 シ ラ ン カ ッ プ 剤 の 塗 布 を 作 業 者 が 直 接 行 う こ と が な い た め 、 作 業 者 が 、 不 意 に
シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 を 吸 引 し て し ま う こ と が な い 。 こ の こ と よ り 、 安 全 な 作 業 環 境 下 に
お い て 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 製 造 す る こ と が で き る 。 ま た 、 シ ラ ン カ ッ プ 剤 の 塗 布 、 乾 燥 、
熱 可 塑 性 樹 脂 の 被 覆 を 同 一 の 工 程 で 行 う た め 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 大 量 に 製 造 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 さ ら に 、 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 は 、 １ 本 づ つ 連 続 的 に 製 造 さ れ る た
め 、 多 種 極 小 量 の 製 造 を 低 コ ス ト で 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 溶 剤 塗 布 装 置 ８ は 、 塗 布 し
た シ ラ ン カ ッ プ 剤 を 再 利 用 す る こ と が で き る た め 、 低 コ ス ト で 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 製 造 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 尚 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 被 覆 蛇 管 に 塗 布 す る 溶 剤 は 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 と し
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た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 ウ レ タ ン 系 、 チ タ ネ ー ト 系 の 熱 硬 化 型 ポ リ マ や ホ ッ ト メ ル ト 型 ポ リ
マ 等 の 溶 液 を 塗 布 し て も 良 い 。 ま た 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤 に 希 釈 す る 希 釈 液 は 、 エ タ ノ
ー ル と 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 揮 発 性 の あ る 溶 剤 で あ れ ば 、 ど ん な も の で あ っ て も 良 い 。
こ の 場 合 、 冷 却 機 に て 液 タ ン ク の 温 度 を 溶 剤 の 引 火 点 よ り 低 く す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 に の み 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨
を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ［ 付 記 ］
　 以 上 詳 述 し た 如 く 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 如 き 構 成 を 得 る こ と が で き る 。
即 ち 、
　 （ １ ） 螺 旋 管 に 網 状 管 を 被 覆 し て 形 成 し た 被 覆 蛇 管 を 用 い て 形 成 す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の
製 造 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 上 記 被 覆 蛇 管 が 複 数 連 結 さ れ て 巻 き 付 け ら れ 、 上 記 被 覆 蛇 管 を 供 給 す る 被 覆 蛇 管 供 給 手
段 と 、
　 上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 よ り 供 給 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 に 溶 剤 を 塗 布 す る 溶 剤 塗 布 手 段 と 、
　 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 で 上 記 被 覆 蛇 管 に 塗 布 さ れ た 上 記 溶 剤 を 乾 燥 さ せ る 乾 燥 手 段 と 、
　 上 記 乾 燥 手 段 で 乾 燥 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 に 外 皮 樹 脂 を 被 覆 さ せ る 合 成 樹 脂 成 形 手 段 と 、
　 上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 に 巻 き 付 け ら れ て 連 結 さ れ た 複 数 の 上 記 被 覆 蛇 管 を 、 上 記 溶 剤 塗
布 手 段 ， 上 記 乾 燥 手 段 ， 及 び 上 記 合 成 樹 脂 成 形 手 段 に ガ イ ド す る ガ イ ド 手 段 と 、
　 を 具 備 し 、
　 上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 、 上 記 乾 燥 手 段 、 上 記 合 成 樹 脂 成 形 手 段 、 上
記 ガ イ ド 手 段 に よ る 上 記 各 動 作 は 、 同 一 工 程 で 自 動 的 に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡
用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 （ ２ ） 付 記 １ に お い て 、 上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 に 巻 き 付 け ら れ た 上 記 複 数 の 被 覆 蛇 管 の
連 結 は 、 該 被 覆 蛇 管 の 各 々 の 一 端 を 連 結 す る こ と に よ り 行 わ れ 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 に 最 初
に 供 給 さ れ る 複 数 連 結 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 の 先 端 は 、 ダ ミ ー 管 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 （ ３ ） 付 記 １ に お い て 、 上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 、 上 記 乾 燥 手 段 、 上
記 合 成 樹 脂 成 形 手 段 、 上 記 ガ イ ド 手 段 に よ る 上 記 各 動 作 は 、 複 数 連 結 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管
の 内 、 少 な く と も １ つ の 上 記 被 覆 蛇 管 に 連 続 的 に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓
管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 （ ４ ） 付 記 １ に お い て 、 上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 、 上 記 乾 燥 手 段 、 上
記 合 成 樹 脂 成 形 手 段 、 上 記 ガ イ ド 手 段 に よ る 上 記 各 動 作 は 、 複 数 連 結 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管
に そ れ ぞ れ 連 続 的 に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 （ ５ ） 付 記 １ に お い て 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 に よ る 上 記 塗 布 動 作 は 、 防 爆 装 置 内 で 行 わ れ
る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 （ ６ ） 付 記 １ 乃 至 付 記 ５ の い ず れ か １ つ に お い て 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 、 上 記 乾 燥 手 段 、
上 記 合 成 樹 脂 成 形 手 段 に よ る 上 記 各 動 作 は 、 そ れ ぞ れ 防 爆 装 置 内 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と
す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 （ ７ ） 付 記 １ 乃 至 付 記 ６ の い ず れ か １ つ に お い て 、 上 記 溶 剤 は 、 シ ラ ン カ ッ プ リ ン グ 剤
で あ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 （ ８ ） 付 記 １ ， 付 記 ３ ， ま た は 付 記 ４ の お い て 、 上 記 溶 剤 塗 布 手 段 は 、 溶 剤 塗 布 室 を 具
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備 し 、
　 該 溶 剤 塗 布 室 は 、
　 上 記 溶 剤 塗 布 室 内 の 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ 、 上 記 被 覆 蛇 管 が 挿 入 、 排 出 さ れ る 一 対 の
開 口 部 と 、
　 上 記 一 対 の 開 口 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た エ ア ー ス ラ ス タ と 、
　 上 記 溶 剤 が 保 管 さ れ た 溶 剤 タ ン ク と 、
　 上 記 溶 剤 タ ン ク に 保 管 さ れ た 上 記 溶 剤 を 上 記 被 覆 蛇 管 に 塗 布 す る 少 な く と も １ つ か ら 構
成 さ れ る ス プ レ ー ノ ズ ル と 、
　 上 記 溶 剤 を 排 出 す る 排 出 口 と 、
　 排 気 ダ ク ト と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 （ ９ ） 付 記 ８ に お い て 、 上 記 溶 剤 塗 布 室 は 、 該 溶 剤 塗 布 室 の 底 面 に 、 上 記 溶 剤 を 回 収 す
る 斜 面 よ り 構 成 さ れ た 回 収 手 段 が さ ら に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管
の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 （ １ ０ ） 付 記 ８ ま た は 付 記 ９ に お い て 、 上 記 溶 剤 塗 布 室 は 、 上 記 回 収 手 段 で 回 収 さ れ た
上 記 溶 剤 を 上 記 溶 剤 タ ン ク に 戻 す た め の 回 収 装 置 が さ ら に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 （ １ １ ） 付 記 ８ ， 付 記 ９ ， ま た は 付 記 １ ０ に お い て 、 上 記 溶 剤 塗 布 室 は 、 上 記 被 覆 蛇 管
に エ ア ー を 噴 射 す る エ ア ー ブ ロ ー 装 置 が 少 な く と も １ つ さ ら に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 （ １ ２ ） 付 記 ８ 乃 至 付 記 １ １ の い ず れ か １ つ に お い て 、 上 記 溶 剤 塗 布 室 の 上 記 溶 剤 タ ン
ク の 上 記 溶 剤 を 引 火 点 以 下 に 冷 却 す る 冷 却 手 段 を さ ら に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用
可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 （ １ ３ ） 付 記 １ に お い て 、 上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 は 、 供 給 ド ラ ム で あ る こ と を 特 徴 と す
る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 （ １ ４ ） 付 記 １ ， 付 記 ３ ， ま た は 付 記 ４ に お い て 、 上 記 乾 燥 手 段 は 、 乾 燥 機 を 有 し 、 該
乾 燥 機 は 、 上 記 被 覆 蛇 管 を 巻 き 付 け な が ら 該 被 覆 蛇 管 に 塗 布 さ れ た 溶 剤 を 乾 燥 す る こ と を
特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 （ １ ５ ） 付 記 １ ， 付 記 ３ ， ま た は 付 記 ４ に お い て 、 上 記 合 成 樹 脂 成 形 手 段 に よ る 上 記 被
覆 蛇 管 へ の 外 皮 樹 脂 の 被 覆 は 、 押 し 出 し 成 形 に よ り 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可
撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 （ １ ６ ） 付 記 １ ， 付 記 ３ ， ま た は 付 記 ４ ， 付 記 １ ５ に お い て 、 上 記 合 成 樹 脂 成 形 手 段 に
よ る 上 記 被 覆 蛇 管 へ の 外 皮 樹 脂 の 被 覆 は 、 上 記 被 覆 蛇 管 に 対 し て 部 分 的 に 外 皮 樹 脂 の 硬 さ
を 可 変 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 （ １ ７ ） 付 記 １ ， 付 記 ３ ， ま た は 付 記 ４ に お い て 、 上 記 ガ イ ド 手 段 に よ る 上 記 ガ イ ド は
、 エ ア ー 、 ま た は ワ イ ヤ 牽 引 に よ り 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス
テ ム 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 （ １ ８ ） 付 記 １ ， 付 記 ３ ， ま た は 付 記 ４ に お い て 、 上 記 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 に よ る 該 被 覆
蛇 管 の 供 給 は 、 少 な く と も １ つ づ つ 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス
テ ム 。
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【 ０ ０ ９ ０ 】
　 （ １ ９ ） 螺 旋 管 に 網 状 管 を 被 覆 し て 形 成 し た 被 覆 蛇 管 を 用 い て 形 成 す る 内 視 鏡 用 可 撓 管
の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 上 記 被 覆 蛇 管 を 供 給 す る 工 程 と 、
　 上 記 供 給 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 に 溶 剤 を 塗 布 す る 工 程 と 、
　 上 記 溶 剤 が 塗 布 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 を 乾 燥 さ せ る 工 程 と 、
　 乾 燥 さ れ た 上 記 被 覆 蛇 管 に 外 皮 樹 脂 を 被 覆 さ せ る 工 程 と 、
　 を 具 備 し 、
　 上 記 各 工 程 は 、 同 一 工 程 で 自 動 的 、 お よ び 連 続 的 に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用
可 撓 管 の 製 造 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム に お け る 供 給 ド ラ ム
、 溶 剤 塗 布 装 置 、 乾 燥 機 、 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 、 及 び ガ イ ド 装 置 を 示 し た 正 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム の 上 面 図 。
【 図 ３ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 供 給 ド ラ ム に 巻 き 付 け ら れ る 被 覆 蛇 管 の 外 観 を 示 し た 正 面 図 。
【 図 ４ 】 図 １ 中 の 溶 剤 塗 布 装 置 を 拡 大 し て 示 し た 正 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ４ 中 の 溶 剤 塗 布 装 置 を 側 方 か ら 見 た 側 面 図 。
【 図 ６ 】 図 ４ 、 図 ５ 中 の 溶 剤 塗 布 装 置 の ダ ク ト 口 を 中 心 に し て 示 し た 部 分 拡 大 正 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ４ 、 図 ５ 中 の 溶 剤 塗 布 装 置 の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ８ 】 図 ４ 中 の 溶 剤 塗 布 装 置 の 溶 剤 塗 布 室 に 、 ス プ レ ー 室 と エ ア ー ブ ロ ー 室 と を 設 け た
こ と を 示 す 部 分 拡 大 正 面 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ２ … 被 覆 蛇 管
　 ２ ａ … 被 覆 蛇 管 の 一 端 の 連 結 部 材
　 ５ … 供 給 ド ラ ム （ 被 覆 蛇 管 供 給 手 段 ）
　 ８ … 溶 剤 塗 布 装 置 （ 溶 剤 塗 布 手 段 ）
　 ９ … ブ ー ス （ 防 爆 装 置 ）
　 １ ９ … ガ イ ド 装 置 （ ガ イ ド 手 段 ）
　 ２ ０ … 熱 可 塑 性 樹 脂 被 覆 装 置 （ 合 成 樹 脂 成 形 手 段 ）
　 ２ ０ ０ … 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 シ ス テ ム
　 代 理 人 　 　 弁 理 士 　 　 伊 藤 　 進
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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